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1 はじめに 
仏語には他言語には珍しい鼻母音という音

がある。日本語には鼻音化母音はあるが鼻母

音はない。それゆえ, 日本人学習者にとって

上級者になっても知覚・生成ともに難しいが, 
その性質はあまりよく知られていない。仏語

教育や歌唱指導において, 「鼻腔に向かって

高い音を響かせる」という直感的表現がよく

用いられ, 漠然とではあるが, 他母音よりも

高い音というイメージが存在する。 
鼻母音のスペクトルを観察すると Fig. 1の

ように口腔母音と比較して, 3 kHz 付近のフ

ォルマントのパワーが非常に際立っている。

また, それ以上の周波数の効果もありそうで

ある。これが知覚にどのように効いているの

か, 鼻母音弁別に関連しているのかどうかに

ついて検討する。 

 

 

Fig. 1 口腔母音と鼻母音のスペクトル

本発表では,声の高さを感じる要素として,
１）口腔母音と鼻母音の基本周波数の違い,
２）それぞれの鼻母音が知覚されるために使

われている周波数帯域の目安, 更には, ３）母

音知覚に関連するといわれる F1, F2 の情報の

多い 2 kHz 以下と, 鼻母音に見られる 3 kHz
あたりのフォルマントを含む 2 kHz 以上につ

いて, 各々の特徴が知覚にどのように効いて

いるのかを調べる。 

2 実験１ 
2.1 実験方法 
仏語母語話者（男性 1 名,女性 1 名）が孤立

発声した仏語３鼻母音と対応する口

腔母音の基本周波数を測定した。各音は定常

部を 100 ms 切り出し, 基本周波数を出し, 上
限値と下限値を平均した。 
2.2 実験結果 
実験結果はTable 1に示す。鼻母音は対応す

る口腔母音よりも基本周波数が常に高くなっ

ていることが分かった。 
2.3 考察 
鼻母音を発声する際には, 話者が意図的に

しているかどうかは分からないが, 結果とし

て基本周波数も上っていることが示された。 

3 実験２ 
3.1 実験方法 
仏語３鼻母音音声（男性 1 名,女性 1 名）の

定常部を 100 msだけ切り出し, ローパスフィ

ルターを施した。この時、cut-off 周波数は 0.5  

Table 1 基本周波数測定結果 
話者 鼻母音 F0 口腔母音 F0 

 129Hz  110Hz 
 148Hz  103Hz 

 
男性 

 127Hz  86Hz 
 252Hz  237Hz 
 241Hz  231Hz 

 
女性 

 240Hz  224Hz 



Table 2 鼻母音知覚に必要な周波数帯域 
話者 音声 自然度 下限値 先行実験 

 ○ 3.5 kHz 3 kHz 

 やや低 4.5 kHz 3 kHz 
 

男性 

 やや低 5.5 kHz 3.5 kHz 

 低 判断不可 3.5 kHz 

 ○ 4 kHz 3 kHz 
 

女性 

 ○ 3.5 kHz 3.5 kHz 

kHz から 7.5 kHz まで 0.5 kHz で設定し, 一つ

の元音声から複数の刺激音声を得た。これら

の刺激音声を上記とは異なる仏語母語話者１

名に聞かせ, 以下の 3 点について判断しても

らった。 
１） LPF をかけたあと音声の自然度評価 
２） 0.5 kHz から 7.5 kHz まで順番に聴いて,

直前の音声との知覚的差異が不明瞭に

なる cut-off freq を答えさせた。 
３） 同様に, 鼻母音として違和感がなくなる

cut-off freq を答えさせた。 
3.2 実験結果 

実験結果を以下の Table 2 に示す。LPF を施

した後の音の自然度評価が音によって違うも

のの, 仏語鼻母音同定のためには, 3.5 kHz か
ら 5.5 kHz くらいの周波数帯域を必要として

いることが示された。刺激音の変化点と鼻母

音としての違和感がなくなる点は区別できず, 
同じになった。女性話者のは他の鼻母音と

比較して編集後の自然度が著しく低下してい

る。参考までに予備実験でほぼ同じ条件（た

だし, 1 kHz, 2 kHz, 3 kHz, 3.5 kHz, 4 kHz で音

声を作成）で音声の変化点のみを調べた結果

を先行実験欄に示す。 
3.3 考察 

今回の実験結果では, 音声によっては 5.5 
kHz では,自然な鼻母音とは知覚されていな

いことが分かる。例えば, 男性話者の は
4.5 kHz 以下では鼻母性判断が難しかった。ま

た, 定常部前後を切ることによる不自然さが

知覚にも効いているようである。

4 実験３ 
4.1 実験方法 

実験１で使用した仏語母語話者（男性）１

名の仏語鼻母音と対応する口腔母音を 100 
ms に長さを揃え, 2 kHz を境界にして切り分

け, 高周波部と低周波部に分けた。さらに, 
１）鼻母音が低部, 口腔母音が高部, ２）口腔 

Table 3 鼻母音度の判定結果 
F0 口腔母音と同じ 鼻母音と同じ 

下－上 １回目 ２回目 １回目 ２回目 
 ○ △ △ ○ 

 × × × × 

 × ○ ○ ○ 

 ○ ○ ○ ○ 

 × × × × 

 △ △ △ △ 

母音低部, 鼻母音が高部にして,それぞれを合

成した音を STRAIGHT で作った。基本周波数

は実験１の鼻母音に合わせたものと口腔母に

合わせたものの 2 種類を作った。出来上がっ

た音声を日本人仏語音声学 1 名に各 2 回聴か

せて鼻母音として聴こえるかどうかを判断し

てもらった。 
4.2 実験結果 
実験結果を Table 3 に示す。は鼻母音が

高部にある場合のほうが鼻母音として知覚さ

れやすく, は両方ともほぼ同じ, は鼻

母音が低部のほうが知覚されやすいという結

果が出た。基本周波数による差は今回の結果

ではあまり出なかった。 
4.3 考察 
各音による違いが相当あるが,鼻母音の 2 k 

Hz 以上 5.5 kHz くらいまでの特徴も鼻母音の

知覚に役立っているという可能性が高いこと

が示された。 

5 まとめ 
仏語鼻母音の「声の高さ」を感じる要因と

して, 基本周波数が上昇すること, 2 kHz 以上

の周波数成分も重要であることが示された。

詳細は鼻母音により違いがあるので一概には

言えないが, 鼻母音として知覚する場合, 2 k 
Hz 以下よりも効いている場合もあるようで

ある。今後は,実験方法を再検討すると同時に, 
フランス語母語話者による聴取実験数を増や

していきたい。 
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